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夏
休
み
の
課
題
で
、
J
A
管
内
の
小
・

中
学
校
か
ら
作
品
を
募
集
し
た
J
A
共
済

書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
が
、次
の
皆
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し

た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。な
お
、応

募
総
数
は
６
，５
９
１
点
で
し
た
。

　
　
　
　   

　
　  

　  

（）
は
学
年
、敬
称
略

伊
勢
崎
地
区

北
小
＝
山
口
新
⑴
／
丸
野
航
輝
⑵
／
萩
原
琉
夢

⑶
／
杉
山
優
月
⑷
／
伊
藤
喜
悠
⑸
／
永
井
涼
那

⑹
南
小
＝
生
形
弥
依
⑴
／
細
谷
健
人
⑵
／
北
村

香
奈
⑶
／
阿
蔵
輝
⑷
／
渡
部
茜
音
⑸
／
丸
岡
咲

衣
香
⑹
殖
蓮
小
＝
川
端
啓
太
⑴
／
和
田
穂
乃
花

⑵
／
小
村
夏
目
⑶
／
鴨
田
航
汰
⑷
／
小
見
舜
騎

⑸
／
神
尾
杏
奈
⑹
茂
呂
小
＝
若
槻
愛
美
⑴
／
岩

尾
朱
莉
⑵
／
小
谷
ひ
か
る
⑶
／
菊
池
奏
治
朗
⑷

／
丸
橋
斗
真
⑸
／
石
原
啓
臣
⑹
三
郷
小
＝
鶴
谷

心
晴
⑴
／
鹿
沼
恵
莉
保
⑵
／
糸
井
絢
音
⑶
／
林

燈
里
⑷
／
吉
田
美
海
⑸
／
島
﨑
太
誠
⑹
宮
郷
小

＝
猪
熊
天
真
⑴
／
持
田
な
の
は
⑵
／
須
田
充
稀

⑶
／
牧
野
千
鶴
⑷
／
生
田
彩
夏
⑸
／
遠
藤
乃
々

香
⑹
宮
郷
第
二
小
＝
齋
藤
康
太
⑴
／
河
又
陽
樹

⑵
／
伊
藤
杏
⑶
／
石
川
心
葵
⑷
／
澤
本
桃
杏
⑸

／
渡
邉
柑
南
⑹
名
和
小
＝
池
田
惺
南
⑴
／
菊
池

奏
哉
⑵
／
干
場
唯
以
⑶
／
飯
塚
眞
子
⑷
／
石
川

絢
菜
⑸
／
舛
田
百
花
⑹
豊
受
小
＝
田
村
千
滉
⑴

／
松
波
杏
和
⑵
／
田
村
依
千
華
⑶
／
前
澤
花
音

⑷
／
小
澤
つ
ぐ
み
⑸
／
下
田
華
⑹
北
第
二
小
＝

辻
陽
文
⑴
／
山
口
愛
莉
⑵
／
髙
山
伊
武
貴
⑶
／

江
原
千
賀
⑷
／
大
賀
瑛
太
⑸
／
村
田
優
那
⑹
殖

蓮
第
二
小
＝
新
井
俊
平
⑴
／
須
田
悠
理
⑵
／
棚

田
莉
有
⑶
／
須
永
華
乃
⑷
／
中
村
圭
惺
⑸
／
コ

デ
ィ
レ
ロ
カ
リ
ア
⑹
広
瀬
小
＝
髙
橋
桃
子
⑴
／

小
此
木
琳
音
⑵
／
勅
使
川
原
埜
乃
花
⑶
／
関
根

優
心
⑷
／
中
島
麻
陽
⑸
／
中
村
心
美
⑹
坂
東
小

＝
小
林
映
仁
⑴
／
橋
本
澪
果
⑵
／
木
村
結
愛
⑶

／
清
野
明
莉
⑷
／
板
垣
汐
莉
⑸
／
木
村
絆
誠
⑹

第
一
中
＝
平
岡
杏
理
⑴
／
八
田
彩
愛
⑵
／
林
咲

奈
⑶
第
二
中
＝
茂
木
愛
歩
⑴
／
干
川
那
優
⑵
／

関
根
由
雛
⑶
第
三
中
＝
髙
山
伊
織
⑴
／
岩
﨑
沙

彩
⑵
／
工
藤
亜
衣
理
⑶
第
四
中
＝
谷
沢
芽
生
⑴

／
西
村
空
⑵
／
荻
野
灯
希
⑶
殖
蓮
中
＝
堀
澤
梨

咲
⑴
／
髙
𫞎
沙
彩
⑵
／
齋
藤
楓
華
⑶
宮
郷
中
＝

稲
川
こ
こ
な
⑴
／
木
島
小
遙
⑵
／
矢
野
実
桜
⑶

四
ツ
葉
学
園
中
等
部
＝
吉
田
花
生
⑴
／
金
岡
咲

歩
⑵
／
蓮
沼
明
愛
⑶

東

地

区

あ
ず
ま
小
＝
平
澤
直
登
⑴
／
石
井
俐
玖
⑵
／
岩

﨑
叶
凛
⑶
／
増
茂
結
希
⑷
／
岩
﨑
叶
希
⑸
／
佐

藤
蘭
⑹
あ
ず
ま
南
小
＝
岡
本
陽
奈
⑴
／
今
泉

奏
多
⑵
／
羽
鳥
杏
菜
⑶
／
星
野
里
梨
愛
⑷
／

山
上
紗
知
⑸
／
阿
部
心
音
⑹
あ
ず
ま
北
小
＝

須
田
晴
仁
⑴
／
諏
訪
穂
乃
華
⑵
／
林
秀
衛
⑶

／
諏
訪
葵
乃
⑷
／
今
泉
晴
菜
⑸
／
齋
藤
弥
都

⑹
あ
ず
ま
中
＝
星
野
華
穂
⑴
／
吉
山
絢
衣
菜

⑵
／
提
橋
優
賀
⑶

境

地

区

境
小
＝
今
野
翔
太
⑴
／
藤
村
太
陽
⑵
／
内
山
碧

空
⑶
／
阿
久
津
光
成
⑷
／
藤
井
成
美
⑸
／
米
川

貴
悠
⑹
境
采
女
小
＝
𠮷
田
冬
和
⑴
／
吉
田
茜
⑵

／
根
岸
花
妃
⑶
／
淺
川
紗
世
⑷
／
橋
本
凜
⑸
／

松
下
陽
俐
⑹
境
剛
志
小
＝
井
上
航
太
⑴
／
新
井

沙
季
⑵
／
井
上
聡
太
⑶
／
小
泉
俊
太
⑷
／
関
口

紗
羽
⑸
／
八
木
菜
月
⑹
境
東
小
＝
原
島
侑
志
⑴

／
腰
塚
夕
芽
⑵
／
松
本
來
杏
⑶
／
藤
崎
ひ
な
た

⑷
／
坂
本
千
花
⑸
／
小
林
莉
緒
⑹
境
南
中
＝
斎

藤
萌
々
香
⑴
／
藤
本
真
加
⑵
／
設
楽
乃
愛
⑶
境

北
中
＝
喜
多
唯
奈
⑴
／
田
畑
結
月
⑵
／
堀
越
琉

乃
⑶
境
西
中
＝
小
泉
心
春
⑴
／
鐘
ヶ
江
ア
ス
カ

⑵
／
櫻
井
実
咲
⑶

玉
村
地
区

玉
村
小
＝
大
塚
優
愛
⑴
／
天
田
悠
輝
⑵
／
小
池

颯
真
⑶
／
若
井
涼
華
⑷
／
井
田
紗
月
⑸
／
五
十

嵐
絆
梛
⑹
上
陽
小
＝
矢
島
花
香
⑴
／
町
田
百
合

菜
⑵
／
髙
橋
綾
⑶
／
橋
本
彩
茉
莉
⑷
／
原
彩
葉

⑸
／
星
名
悠
之
介
⑹
芝
根
小
＝
小
林
真
晴
⑴
／

小
柴
可
廉
⑵
／
嶋
田
望
波
⑶
／
嶋
田
衣
知
乃
⑷

／
古
廐
珠
代
花
⑸
／
山
口
陽
彩
⑹
玉
村
中
央
小

＝
逢
坂
音
羽
⑴
／
下
川
紗
生
⑵
／
平
井
綾
乃
⑶

／
井
田
晃
輔
⑷
／
赤
岩
寧
音
⑸
／
野
口
大
雅
⑹

玉
村
南
小
＝
鈴
木
暖
果
⑴
／
寺
崎
湊
翔
⑵
／
重

田
陽
音
⑶
／
佐
俣
芽
依
⑷
／
戸
田
美
織
⑸
／
阪

本
朋
⑹
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
玉
村
国
際
小
＝
田
渕
き

な
り
⑴
／
藤
巻
絢
海
⑵
／
福
島
新
太
⑶
／
青
木

佳
穂
⑷
／
八
木
陽
愛
⑸
／
青
木
瑠
夏
⑹
玉
村
中

＝
新
井
美
結
⑴
／
大
貫
笑
奈
⑵
／
奥
村
結
衣
⑶

玉
村
南
中
＝
畠
山
穣
⑴
／
石
原
未
葵
⑵
／
栗
原

愛
結
乃
⑶

赤
堀
地
区

赤
堀
小
＝
荻
原
雪
翔
⑴
／
小
澤
福
空
⑵
／
岡
安

風
薫
⑶
／
齋
藤
悠
菜
⑷
／
飯
田
優
衣
⑸
／
飯
島

澪
⑹
赤
堀
東
小
＝
西
田
葵
⑴
／
飯
塚
芽
唯
⑵
／

芳
賀
沼
太
陽
⑶
／
齋
藤
実
咲
⑷
／
石
原
紬
衣
⑸

／
腰
塚
透
真
⑹
赤
堀
南
小
＝
一
場
旭
人
⑴
／
加

藤
賜
⑵
／
田
中
公
康
⑶
／
澤
本
侑
和
⑷
／
原
涼

乃
⑸
／
笹
井
果
歩
⑹
赤
堀
中
＝
金
子
和
叶
⑴
／

杉
木
美
菜
⑵
／
今
野
維
月
⑶

伊
勢
崎
地
区

北
小
＝
山
口
新
⑴
／
長
沼
昊
⑵
／
林
智
陽
⑶
／

塩
谷
百
香
⑷
／
秋
間
純
音
⑸
／
入
澤
心
寧
⑹
南

小
＝
坂
本
瑞
桜
⑴
／
小
林
巧
人
⑶
／
神
﨑
美
琴

⑷
／
神
坂
衣
都
⑸
／
小
林
唯
花
⑹
殖
蓮
小
＝
堀

川
菫
怜
⑴
／
鴨
田
あ
か
り
⑵
／
桐
渕
啓
太
⑶
／

鴨
田
航
汰
⑷
／
井
汲
奏
登
⑸
／
鈴
木
陸
斗
⑹
茂

呂
小
＝
藤
田
健
吾
⑴
／
石
原
芭
梛
⑵
／
若
槻
優

美
⑶
／
松
島
央
典
⑷
／
森
美
結
⑸
／
菊
池
紗
史

⑹
三
郷
小
＝
小
室
創
士
朗
⑴
／
幸
田
真
翔
⑵
／

鶴
谷
彩
乃
⑶
／
川
﨑
妃
奈
乃
⑷
／
杉
本
悠
真
⑸

／
幸
田
翼
沙
⑹
宮
郷
小
＝
沢
田
啓
⑴
／
三
輪
朔

稔
⑵
／
綿
貫
有
真
⑶
／
上
野
榛
馬
⑷
／
髙
瀬
明

紗
⑸
／
沢
田
央
輔
⑹
宮
郷
第
二
小
＝
松
村
駿
⑷

／
堀
心
愛
月
⑸
／
吉
山
陽
花
⑹
名
和
小
＝
関
口

珠
那
⑴
／
中
澤
琴
⑶
／
栗
原
も
え
⑷
／
新
井
直

輝
⑸
／
今
野
楓
⑹
豊
受
小
＝
北
爪
大
晴
⑴
／
新

井
隆
之
介
⑵
／
馬
場
梢
⑶
／
小
林
紗
弥
⑷
／
細

谷
冴
⑸
／
髙
栁
陽
詩
⑹
北
第
二
小
＝
米
村
郁
人

⑵
／
森
結
加
⑶
／
小
暮
隆
太
⑷
／
今
井
省
吾
⑸

書
道
半
紙
の
部

書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
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ポ
ス
タ
ー
の
部

／
髙
山
葵
⑹
殖
蓮
第
二
小
＝
田
島
巧
翔
⑶
／
須

永
華
乃
⑷
／
毒
島
佑
誠
⑸
／
岩
﨑
妃
菜
⑹
広
瀬

小
＝
小
此
木
琳
音
⑵
／
村
上
慶
人
⑶
／
髙
木
琳

平
⑷
／
宮
沢
祐
寿
歩
⑸
／
武
井
文
哉
⑹
坂
東
小

＝
橋
本
澪
果
⑵
／
澤
日
奈
多
⑶
／
橋
本
柚
果
⑷

／
小
林
美
呼
⑸
／
御
供
明
愛
⑹
第
一
中
＝
平
岡

杏
理
⑴
／
石
原
彩
芭
⑵
／
丸
橋
璃
桜
奈
⑶
第
二

中
＝
石
川
由
希
菜
⑴
／
村
上
円
香
⑵
／
関
根
由

雛
⑶
第
三
中
＝
浅
見
ゆ
き
の
⑴
／
菜
花
夢
愛
⑵

／
松
本
和
華
⑶
第
四
中
＝
谷
沢
芽
生
⑴
／
西
村

空
⑵
／
中
谷
凛
帆
⑶
／
殖
蓮
中
＝
毒
島
彩
華
⑴

／
髙
橋
夏
帆
⑵
／
髙
橋
由
衣
⑶
宮
郷
中
＝
下
山

凛
華
⑴
／
齋
藤
春
佳
⑵
／
矢
野
実
桜
⑶
四
ツ
葉

学
園
中
等
部
＝
吉
田
花
生
⑴
／
今
野
真
優
⑵
／

野
口
美
夢
⑶

 

東

地

区

あ
ず
ま
小
＝
佐
々
木
奏
冬
⑴
／
井
田
翠
⑵
／
中

村
兼
三
⑶
／
天
笠
未
久
⑷
／
中
島
百
々
香
⑸
／

佐
藤
蘭
⑹
あ
ず
ま
南
小
＝
米
山
奏
斗
⑵
／
山
田

陽
莉
⑶
／
高
橋
縁
⑷
／
山
田
陽
太
⑸
／
阿
部
陽

菜
⑹
あ
ず
ま
北
小
＝
林
秀
衛
⑶
／
外
谷
希
栞
⑷

／
今
泉
晴
菜
⑸
／
齋
藤
弥
都
⑹
あ
ず
ま
中
＝
新

井
峻
⑴
／
阿
久
津
綸
那
⑵
／
提
橋
優
賀
⑶

境

地

区

境
小
＝
堀
越
陽
菜
乃
⑴
／
藤
村
太
陽
⑵
／
鈴
木

道
大
⑶
／
茂
呂
妃
華
⑷
／
吉
田
梨
乃
⑸
／
弘
中

結
菜
⑹
境
采
女
小
＝
小
西
月
花
⑵
／
小
林
源
⑶

／
𠮷
田
和
夏
⑷
／
大
塚
麻
央
⑸
／
小
西
春
茜
⑹

境
剛
志
小
＝
新
井
沙
季
⑵
／
髙
橋
了
信
⑶
／
佐

々
木
の
の
か
⑷
／
柴
岡
柚
稀
⑸
／
中
島
慶
人
⑹

境
東
小
＝
福
島
楓
椛
⑵
／
飯
島
鈴
美
玲
⑶
／
菊

池
萌
衣
⑷
／
田
部
井
咲
季
⑸
／
小
野
柚
葵
⑹
境

南
中
＝
斎
藤
萌
々
香
⑴
／
藤
本
真
加
⑵
／
小
林

珠
里
⑶
境
北
中
＝
須
田
莉
子
⑴
／
田
畑
結
月
⑵

／
須
田
ひ
ま
り
⑶
境
西
中
＝
田
島
優
衣
⑴
／
半

田
彗
⑵
／
小
嶋
ゆ
め
⑶

玉
村
地
区

玉
村
小
＝
森
さ
く
ら
⑶
／
若
井
涼
華
⑷
／
小
池

桃
果
⑸
上
陽
小
＝
戸
澤
明
日
馬
⑵
／
髙
橋
綾
⑶

／
谷
川
凪
花
⑷
／
栗
夢
叶
⑹
芝
根
小
＝
德
田
結

奏
⑷
／
齋
藤
心
葵
⑸
玉
村
中
央
小
＝
関
口
す
み

れ
⑶
／
鈴
木
詩
織
⑷
／
藤
原
勇
大
⑸
／
太
田
柑

奈
⑹
玉
村
南
小
＝
寺
崎
結
彩
⑴
／
中
島
蘭
⑵
／

田
島
瑠
夏
⑶
／
鈴
木
楓
果
⑷
／
石
関
ひ
い
ろ
⑸

／
新
井
彩
芽
⑹
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
玉
村
国
際
小
＝

長
嶺
慶
芯
⑷
玉
村
中
＝
新
井
美
結
⑴
／
大
貫
笑

奈
⑵
／
堺
莉
杏
⑶
玉
村
南
中
＝
赤
岩
恋
羽
⑴
／

横
山
咲
紀
⑵
／
栗
原
愛
結
乃
⑶

赤
堀
地
区

赤
堀
小
＝
神
山
湊
正
⑴
／
佐
塚
紬
⑵
／
神
山

乃
咲
⑶
／
髙
草
木
栞
花
⑷
／
髙
山
夏
希
⑸
／

高
川
杏
菜
⑹
赤
堀
東
小
＝
西
田
葵
⑴
／
西
田

連
⑷
／
髙
田
万
桜
⑸
／
田
村
心
希
⑹
赤
堀
南

⑷
／
飯
島
怜
音
⑸
／
長
谷
川
結
斗
⑹
境
南
中
＝

尾
形
安
里
⑴
境
北
中
＝
菅
原
菜
々
子
⑴
／
中
村

碧
⑵
／
原
田
祐
美
⑶
境
西
中
＝
井
上
煌
稀
⑴
／

矢
野
華
女
⑵
／
阿
久
澤
知
夏
⑶

玉
村
地
区

玉
村
小
＝
田
村
優
奈
⑵
／
内
山
真
秀
⑶
／
井
野

結
逢
⑷
／
大
脇
陽
菜
⑸
／
工
藤
結
里
⑹
玉
村
中

央
小
＝
石
𠩤
悠
杜
⑴
／
樋
山
結
衣
⑵
／
工
藤
新

⑶
／
関
口
寛
菜
⑷
／
金
子
茉
生
⑸
／
加
藤
真
琴

⑹
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
玉
村
国
際
小
＝
結
城
陽
葵
⑴

／
多
田
羅
友
翔
⑵
／
大
重
美
琴
⑶
／
石
井
優
衣

⑷
／
田
中
瑶
歩
⑸
／
清
水
つ
か
さ
⑹
玉
村
中
＝

小
暮
颯
斗
⑴
／
中
澤
杏
奈
⑵

赤
堀
地
区

赤
堀
東
小
＝
茂
木
翔
⑴
／
二
階
堂
月
乃
⑵
／
荒

川
愛
菜
⑶
／
浅
沼
創
太
⑸
／
登
山
凛
⑹
赤
堀
中

＝
小
林
緋
那
⑵

小
＝
一
場
旭
人
⑴
／
福
田
真
白
⑵
／
一
場
遥

人
⑶
／
奈
良
成
将
⑷
／
菊
池
陽
奈
⑸
／
畠
山

怜
士
⑹
赤
堀
中
＝
金
子
真
里
奈
⑴
／
佐
藤
優

月
⑵
／
福
田
彩
七
⑶

伊
勢
崎
地
区

北
小
＝
林
航
平
⑴
／
井
汲
晴
⑵
／
藍
澤
果
歩
⑶

／
新
居
あ
さ
ひ
⑷
／
千
輝
小
麦
⑸
／
阿
部
心
洋

⑹
南
小
＝
原
迪
⑵
／
田
島
そ
よ
⑶
／
大
塚
梨
央

⑷
／
田
呂
丸
ラ
フ
ァ
エ
ラ
⑸
／
西
山
サ
ラ
⑹
殖

蓮
小
＝
佐
藤
果
穂
⑷
／
渋
澤
実
桜
⑸
／
佐
藤
優

心
⑹
三
郷
小
＝
井
形
陽
乃
⑴
／
高
柳
咲
那
⑵
／

赤
堀
司
⑶
／
城
田
あ
り
さ
⑷
／
吉
田
千
恵
⑸
／

細
渕
陸
人
⑹
豊
受
小
＝
鳥
羽
千
颯
⑴
／
五
十
嵐

美
心
⑵
／
品
川
文
紀
⑶
／
西
田
好
花
⑷
／
町
田

明
莉
⑸
／
樋
浦
茉
莉
乃
⑹
北
第
二
小
＝
佐
藤
晴

迪
⑴
／
八
木
雫
⑵
／
秋
山
凌
甫
⑶
／
高
山
紗
希

⑷
／
大
賀
瑛
太
⑸
殖
蓮
第
二
小
＝
高
草
木
美
織

⑴
／
山
崎
琥
珀
⑵
／
工
藤
羽
月
芽
⑷
／
堀
川
青

葉
⑸
／
鈴
木
颯
斗
⑹
広
瀬
小
＝
富
田
葵
⑴
／
浮

塚
乃
彩
⑵
／
勅
使
川
原
埜
乃
花
⑶
／
福
田
理
奈

⑷
／
江
川
瑠
菜
⑸
／
新
山
幹
也
⑹
第
一
中
＝
加

藤
優
芽
⑴
／
齋
藤
貴
德
⑵
／
亀
澤
慶
多
⑶
第
二

中
＝
松
井
零
⑴
／
鈴
木
麗
温
⑵
／
中
村
圭
吾
⑶

第
三
中
＝
岡
部
瑠
那
⑶
宮
郷
中
＝
坂
上
空
楽
⑵

東

地

区

あ
ず
ま
南
小
＝
大
島
颯
人
⑴
／
内
田
杏
⑵
／
小

林
來
愛
⑶
／
小
山
真
桜
菜
⑷
／
加
瀬
紗
菜
⑸
／

尾
内
優
羽
⑹
あ
ず
ま
中
＝
牛
久
保
一
花
⑵

境

地

区

境
采
女
小
＝
吉
田
稜
⑴
／
石
原
楓
恋
⑶
／
小
野

由
奈
⑷
／
長
沼
希
乃
⑹
境
剛
志
小
＝
中
島
圭
祐

▲書道の審査

▲ポスターの審査
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各地の話題

県農政部がなす・きゅうり選果場を視察

第１回フレッシュ農業セミナー

９月４日、当ＪＡは群馬県農政部の唐澤道央次長
を中心に視察を受け入れました。

視察では今後の農業施策の立案などに活かすた
め、なす・きゅうり選果場内を見学しました。ＪＡ
職員が選果から箱詰めまでの様子を説明しながら
案内し、ひょう害による農作物の被害や産地振興
に関わる今後の取り組みについて意見交換をしま
した。

農事組合法人経営支援研修会
９月４日、佐波伊勢崎集落営農法人連絡協議会

は、本店で農事組合法人経営支援研修会を開き、
８法人が参加しました。

今回は課税事業者がいる法人を対象とし、関係
機関とインボイス対応の留意点や今後の対応につ
いて意見交換をしました。

農事組合法人は構成員から適格請求書を受け取
ることで、従事分量配当の仕入税額控除の適用を
受けることができます。請求書に限らず、必要事
項の記載があればインボイスとすることができる
ことから、仕入明細書を法人が作成する方法につ
いて説明しました。

９月12日、佐波伊勢崎地域担い手育成総合支援
協議会は、本店で令和６年度第１回フレッシュ農
業セミナーを開き、７人が参加しました。

セミナーでは、ＪＡ全農ぐんまから講師を招き、
農薬の基礎知識として、ラベルの見方や希釈倍率
の計算方法などを説明しました。また、病害がま
ん延してから被害を抑えることは難しいため、予
防効果のある薬剤で定期的に防除するよう呼びか
けました。

露地ほうれんそう栽培講習会
８月28日、ＪＡ佐波伊勢崎園芸協議会一般ほう

れんそう専門部はＪＡセンターさかいで露地ほう
れんそう栽培講習会を開き、生産者42人が参加し
ました。

講習会では、伊勢崎地区農業指導センターの担
当者がほ場準備や播種後の管理について説明しま
した。要素欠乏などを防ぐため、土壌診断による
適正な施肥設計を行うよう呼びかけました。

また、種苗会社がそれぞれ品種を紹介し、殺菌
剤での予防や幅広いレース抵抗性品種を選ぶな
ど、べと病対策を説明しました。

▲あいさつをする荒井勝部会長

▲案内する柴﨑場長（中央左）
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SCIPOT

園芸協議会販売対策会議
９月17・18日、ＪＡ佐波伊勢崎園芸協議会は東京都で

販売対策会議を開き、役員５人が参加しました。
６月の総会で役員改選を行い、農業者の所得増大を

目指して新体制で活動しています。今回は東京多摩青
果と東京シティ青果の担当者と意見交換を行い、現場
の声を伝えながら市場のニーズなどを聞き取りまし
た。今後も関係機関と連携し、有利販売につなげてい
きます。

農産物適正生産管理研修会

辛味だいこん栽培講習会きゅうり選果場利用組合抑制きゅうり目揃え会

８月５日から９月13日にかけて、JA佐波伊勢崎園芸協
議会及び直売協議会は各地区で、農産物適正生産管理
研修会を開き、両会の会員が参加しました。

研修会では「農薬の適正使用と危害防止対策について」
と題し、使用基準の遵守や農薬飛散（ドリフト）防止など
を呼びかけました。また、生産履歴システムや収入保険
制度についても共有しました。

今後も、消費者の皆様に安全・安心な青果物をご提供
していきます。

９月９日、ＪＡ佐波伊勢崎園芸協議会辛味だいこん
専門部は、ＪＡセンターさかいで辛味だいこん栽培講
習会を開き、生産者17人が参加しました。

講習会では伊勢崎地区農業指導センターの担当者が
栽培管理や品種の特性について説明しました。

栽培の注意点として、高温期に発生しやすいキスジ
ノミハムシ防除は、発芽直後から薬剤散布や防虫ネッ
トなどの対策が重要と呼びかけました。

JA佐波伊勢崎園芸協議会 各支部で親睦会
園芸協議会は、各営農センターで夏の親睦会を

行い、生産者や関係者が交流を深めました。

バーベキューや豪華景品が当たる抽選会を楽し
み、酷暑を吹き飛ばす賑わいの場となりました。

９月10日、ＪＡ佐波伊勢崎きゅうり選果場利用組合は、
なす・きゅうり選果場で抑制きゅうり目揃え会を開き、
83人が参加しました。

目揃えでは、市場情勢や出荷規格を共有しました。
秋のきゅうりは太くなりやすいので収穫のタイミング
を見極めること、切り口を短くしすぎないなどのポイ
ントを改めて確認しました。

また、近年の出荷資材値上げに伴い、８月31日出荷分
から出荷経費控除額の変更を行いました。

▲あかぼり支部

７月27日 あかぼり支部　８月17日 たまむら支部
９月 2日 あずま支部　　９月21日 さかい支部
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Let's enjoy cooking!!

わたしの
おすすめ料理

伊勢崎市赤堀今井町

桐生 厚子さん

鶏もも肉とじゃがいもの
甘辛ゴマソース

◦鶏もも肉 ･･･････････  2枚（600ｇ）
◦じゃがいも ･･･････････････････････ 2個
◦グリーンアスパラガス ････ 4本
◦パプリカ（赤・黄） ････ 各１/４個
◦片栗粉 ･･････････････ 大さじ5 ～ 6
◦たけのこ ･･････････････････････ 150ｇ
◦揚げ油 ････････････････････････････  適量

　  ◦しょうゆ ････････ 大さじ２
　  ◦白いりごま ････ 大さじ１
　  ◦砂糖 ･･････････ 大さじ１/２

① 鶏もも肉とじゃがいもはひと口大、アスパラガスは根元
の皮をむき３ｃｍに、パプリカは幅５ｍｍに切る。鶏もも肉
に片栗粉をしっかりまぶす。

②  たけのこを２ｃｍ角に切り、２～３分ゆでる。
③ 大きめのボウルにAを混ぜる。
④  フライパンに揚げ油を入れて中温に熱し、じゃがいもを

入れて４～５分、竹串がスッと通るまで揚げる。アスパラ
ガスとパプリカは30秒揚げる。油をきって❸のボウル
に加え混ぜる。

⑤ 揚げ油に鶏もも肉を入れ５～６分揚げる。たけのこと一
緒に❹へ入れてよくからめる。

⑥ お皿に盛り付けたら、できあがり。
濃い味付けが好きな方は、
しょうゆと砂糖の量を多めに

入れるとおいしいです。

★ワンポイント
アドバイス★

うたの
 ひろば
玉村地区女性部短歌会

九き
ゅ
う
じ
ゅ
う

十
歳
の　

姉
と
つ
れ
だ
ち　

コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

音
色
涼
し
く　

オ
カ
リ
ナ
ひ
び
く

原
　
　
藤
枝

み
ど
り
ご
の　

始
め
て
こ
ぶ
し　

ひ
ら
く
と
き

　
　
　
　

こ
の
世
の
ひ
か
り　

て
の
ひ
ら
に
満み

つ

大
山
　
敏
子

▲7月30日 玉村地区女性部 ▲表彰状を受け取る重田茂代表理事組合長（中央左）

JA佐波伊勢崎女性組織協議会

第76回群馬県家の光大会

９月10日、ＪＡ群馬中央会はＪＡビル
で第76回群馬県家の光大会を開き、中
央会・各ＪＡの役職員や女性部員約200
人が参加しました。
「家の光」などの普及活用運動を展開

し、教育文化活動の向上に寄与したＪＡ
を表彰し、ＪＡ佐波伊勢崎が最優秀賞を
受賞しました。

記念講演では、日本笑いヨガ協会の代
表が「笑いは万能薬　笑いヨガで健康づ
くり」と題し、参加者は一緒に笑顔で体
を動かし、「笑いヨガ」を実践しました。

JA佐波伊勢崎女性組織協議会

スマホ教室

ＪＡ佐波伊勢崎女性組織協議会は、７
月30日から８月29日にかけて、各地区
で「スマホ教室」を開きました。

地域貢献活動の一環として行い、ドコ
モのスタッフが講師を務めました。電源
のオンオフやスライド・ピンチなど基本
操作の他に、フィッシング詐欺やワンク
リック詐欺など実際に起こった事例を紹
介し、注意を呼びかけました。

また、ＪＡ職員がＪＡバンクアプリや
ＮＩＳＡ（少額投資非課税制度）について
説明しました。

10月

A

【４人分】材 料

作 り 方
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Let's enjoy cooking!!

わたしの
おすすめ料理

BUN
GEI

秋
刀
魚
食
う
頭
も
骨
も
し
っ
ぽ
ま
で

婆
さ
え
も
紅
ひ
い
て
行
く
敬
老
会

伊
勢
崎
市
戸
谷
塚
町
　
樋
口
　
幸
子

夢
に
出
た
化
粧
恐
い
よ
夏
お
化
け

久
し
ぶ
り
サ
ー
ク
ル
集
い
暑
い
午
後

伊
勢
崎
市
境
下
武
士
　
星
野
幸
次
郎

こ
の
夏
も
闇
に
火
と
ぼ
し
風
物
詩

赤
城
山
五
嶺
の
雄
姿
萩
の
月

伊
勢
崎
市
境
下
武
士
　
遠
藤
　
勝
治

新
米
の
喉
過
ぎ
る
時
浮
か
ぶ
父

落
ち
し
こ
と
あ
り
て
艶
め
く
栗
と
な
り

伊
勢
崎
市
境
下
武
士
　
中
島
　
　
薫

「
雪
ほ
た
か
」
日
本
一
だ
よ
味
が
良
し

玉
村
町
上
新
田
　
新
井
　
和
夫

肩
車
せ
し
孫
娘
つ
か
む
月

虫
の
こ
ゑ
聴
き
つ
つ
風
の
窓
辺
か
な

兵
庫
県
明
石
市
　
小
田
　
慶
喜

花
野
へ
と
見
え
隠
れ
す
る
孫
娘

ゆ
つ
く
り
と
秋
の
七
草
語
る
夜

兵
庫
県
明
石
市
　
小
田
　
和
子

彼
岸
明
け
朝
夕
涼
し
夕
日
見
る

伊
勢
崎
市
今
泉
町
　
松
島
　
敦
美

早
起
き
に
目
が
さ
め
起
き
て
予
定
な
し

サ
ー
ク
ル
へ
行
け
ば
む
ず
か
し
話
な
し

伊
勢
崎
市
境
下
武
士
　
星
野
幸
次
郎

い
か
づ
ち
の
音
に
負
け
ず
に
吟
じ
ま
す

挨
拶
に
口
を
開
け
ば
暑
い
は
ネ
!!

伊
勢
崎
市
境
下
武
士
　
遠
藤
　
勝
治

リ
ハ
ビ
リ
の
人
工
股
関
節
に
慣
れ

そ
ろ
そ
ろ
始
め
た
る
旅
支
度

ふ
る
さ
と
の
秋
祭
り
に
は
友
の
を
り

子
ど
も
神
輿
を
先
導
し
た
り

兵
庫
県
明
石
市
　
小
田
　
慶
喜

梨
葡
萄
秋
の
味
覚
に
舌
鼓

打
ち
つ
つ
腕
は
焼
芋
に
伸
び

蟋こ
お
ろ
ぎ蟀
の
こ
ゑ
聴
き
な
が
ら
露
天
の
湯

割
り
込
む
轡
く
つ
わ

虫む
し
の
が
ち
や
が
ち
や

兵
庫
県
明
石
市
　
小
田
　
和
子

伊
勢
崎
市
戸
谷
塚
町
　
飯
島
美
枝
子

厚
紙
を
縮
緬
に
つ
つ
み
鶴
亀
の

リ
ー
ス
作
り
に
余
念
の
な
き
夏

セ
ン
タ
ー
に
集
ふ
爺
媼
の
手
芸
教
室

63
パ
ー
ツ
一
心
不
乱

多
少
の
ボ
ン
ド
の
垂
れ
の
笑
い
草

緊
張
ほ
ぐ
れ
ホ
ッ
ト
一
息

コ
シ
ヒ
カ
リ
米
不
足
し
て
盛
り
返
す

玉
村
町
上
新
田
　
新
井
　
和
夫

暑
か
っ
た
脳
も
心
も
か
ら
っ
か
ら

も
う
何
も
言
う
な
分
か
っ
た
夏
の
月

兵
庫
県
明
石
市
　
小
田
　
慶
喜

颱た
い
ふ
う風
も
迷
走
す
る
ほ
ど
暑
か
っ
た

ど
う
し
て
も
網
戸
の
穴
が
気
に
か
か
る

兵
庫
県
明
石
市
　
小
田
　
和
子

夕
焼
け
の
終
わ
り
て
庭
の
草
を
引
く

昼
の
暑
さ
が
嘘
の
よ
う
な
り

次
の
逢
い
約
せ
し
友
の
葬
儀
場

夕
空
に
カ
ラ
ス
群
れ
て
啼
き
居
り

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
　
小
倉
キ
ヌ
子

逢
い
た
い
が
思
い
届
か
ぬ
子
供
達

心
い
た
ま
ん
老
い
二
人

伊
勢
崎
市
今
泉
町
　
松
島
　
敦
美

朝
風
呂
に
入
れ
ば
気
持
さ
っ
ぱ
り
と

時
間
忘
れ
て
運
動
は
げ
む

朝
霧
に
囲
ま
れ
急
ぐ
サ
ー
ク
ル
へ

着
け
ば
友
達
接
し
挨
拶

伊
勢
崎
市
境
下
武
士
　
星
野
幸
次
郎

パ
リ
五
輪
日
々
の
努
力
が
実
を
結
び

夢
と
感
動
大
和
魂

夕
涼
み
蚊
帳
吊
草
を
摘
み
吊
し

線
香
花
火
に
幼
日
記
憶

伊
勢
崎
市
境
下
武
士
　
遠
藤
　
勝
治

今
朝
は
晴
れ
い
ざ
コ
ン
バ
イ
ン
始
動
せ
ん

豊
か
な
穂
波
コ
シ
ヒ
カ
リ
待
つ

玉
村
町
上
新
田
　
新
井
　
和
夫

俳 

句

俳 

句

短 

歌

短 

歌

お
茶
の
間
手
芸

お
茶
の
間
手
芸

川 

柳

川 

柳

12
ペ
ー
ジ
で
は
、
７
月
に
行

わ
れ
た
さ
か
い
ひ
ま
わ
り
フ
ェ

ス
タ 

in 

伊
与
久
２
０
２
４
の

企
画
の
ひ
と
つ
「
伊
勢
崎
ひ
ま

わ
り
組
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
４
」
の
受
賞
作
品
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
素
敵
な
作
品

を
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

皆
様
の
作
品
を
参
考
に
、
編
集

担
当
も
写
真
の
腕
を
磨
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
産
業
祭
・
農
業
ま
つ

り
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
詳
細
は
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
取
材
で
行
く
の
は

初
め
て
で
す
が
、
様
々
な
催
し

が
あ
る
の
で
今
か
ら
楽
し
み
で

す
。
皆
様
も
ぜ
ひ
お
祭
り
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
！

編
集
後
記

折
り
込
み
都
々
逸

折
り
込
み
都
々
逸

伊
勢
崎
市
境
下
武
士
　
星
野
幸
次
郎

「
た
く
ま
し
」

○た
た
く
ま
し　

○く
苦
は
な
く

○ま
ま
し
て
は
男　

○し
し
っ
か
り
生
き
よ

「
丈 

夫
」

○じ
丈
夫
に　

○よ
良
い
子

○う
生
ま
れ
元
気　

○ぶ
無
事
育
て

読者の声
　

近
く
に
直
売
所
が
あ
る
の

で
、よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

朝
ど
り
の
新
鮮
な
野
菜
!!

こ
れ
か
ら
秋
の
野
菜
は
何
が

あ
っ
た
っ
け
？
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。　
　
（
Ｋ
さ
ん
）

新
鮮
な
野
菜
は
み
ず
み
ず

し
く
て
美
味
し
い
で
す
よ

ね
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、

春
菊
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ア

レ
ッ
タ
な
ど
葉
物
野
菜
が
増

え
て
き
ま
す
。
旬
の
野
菜
を

食
べ
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み

で
す
ね
。

　

今
年
の
夏
は
本
当
に
暑
く

て
、生
ま
れ
て
初
め
て
熱
中

症
に
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
に
入
り
少
し
は
気
温

が
下
が
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

来
年
が
こ
わ
い
で
す
。体
調
管

理
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
（
Ｍ
さ
ん
）

編
集
担
当
も
熱
中
症
の
経

験
が
あ
り
ま
す
が
、
と
て
も
つ

ら
い
で
す
よ
ね
。
暑
い
夏
は

食
事
も
冷
た
い
も
の
ば
か
り

を
摂
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま

う
と
思
い
ま
す
。
胃
腸
の
ト

ラ
ブ
ル
対
策
に
温
か
い
食
べ

物
を
取
り
入
れ
る
他
に
、
七
味

唐
辛
子
な
ど
を
か
け
て
食
欲

を
増
す
よ
う
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
気
温
が
低

下
し
て
い
く
の
で
、
服
装
な
ど

で
も
調
節
し
な
が
ら
体
調
を

崩
さ
な
い
よ
う
お
気
を
付
け

く
だ
さ
い
。

飛翔８月号に寄せられた
おたよりを紹介します。
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元気印

JA佐波伊勢崎

地区ごとに若手職員を紹介します！ 伊勢崎地区

南支店　竹
たけざわ

澤 莉
り な

奈（26歳）

いせさき営農センター　鈴
す ず き

木 駿
しゅんすけ

介（23歳）

【仕事内容】ＬＡとして共済の外回りをしています。
３Ｑ訪問活動を中心に、共済推進や共済金の請求対
応などを行っています。

【仕事でうれしかったこと】組合員の方々のお宅へ
伺うなかで、仕事の話だけでなく色々なお話ができ
ることがうれしいです。また、共済の請求の際に「あ
りがとう、助かったよ」などの言葉をいただいた時
にやりがいを感じます。

【仕事で心がけていること】被害の連絡や相談を受
けた際は、迅速な対応をするように心がけています。

【今後の目標】的確なアドバイスや保障提案を行い、
頼っていただけるような存在になりたいです。

【仕事内容】資材館で肥料や農薬、生産資材などの発注・
配送をしています。また、ＪＡ全農ぐんま・伊勢崎地
区農業指導センター・メーカーなどに同行していただ
き、生産者の巡回や推進業務も行っています。

【仕事でうれしかったこと】配達や巡回をしている時
に名前を覚えられていたり、「ありがとう」「助かった」
などの声をいただいたりした時にやりがいを感じます。

【仕事で心がけていること】まだまだ知識が足りてい
ないので、先輩やメーカーの方にアドバイスをいただ
き、しっかりと覚えるように心がけています。

【今後の目標】肥料・農薬・生産資材などの商品知識
をつけ、生産者の方々との会話を円滑に進められるよ
うにしていきたいです。

　鈴木担当は資材渉外（ＴＡＣ）を担当しています。入職
２年目でありますが、営農関係の勉強をして知識を得て、
日々の業務に励んでおります。今後もミスをおそれず、
様々なことにチャレンジして経験を積み重ね、いせさき
営農センターの希望の麒麟児になってください。

　いつも明るく穏やかな竹澤担当は、８年間
の共済窓口業務経験を活かし、今年の４月か
らＬＡとして日々笑顔で３Ｑ訪問活動を行っ
ています。今後も組合員・利用者の皆様に寄
り添い、信頼関係を深め、皆様のお役に立つ
ＪＡ職員になることを期待しています。

所属長より

所属長より

　ＪＡでは、ＪＡ共済アプリを登録し要件を満たした50代以下の
方を対象に、数量限定でモバイルバッテリーをプレゼントしていま
す。先着ですのでお早めに。また、総合的保障提案・相続対策
のほか、資産形成・運用など様々なご相談の受付やキャンペーン
を実施しております。ぜひ南支店までお問い合わせください

　11月23日（土）に第62回伊勢崎市農業まつりが開催され
ます。様々な催しが行われますので、ぜひ皆さんのご来場
をお待ちしております。詳しい日時は13ページに掲載して
いますので、ご覧ください。

い せ さ き 営 農 セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ

南支店の竹澤莉奈です。
入職して９年目になります。
好きな野菜はトマト。趣味
はドラマ鑑賞と居酒屋巡
り。特技は骨付き肉をきれ
いに食べられることです。

いせさき営農センターの
鈴木駿介です。入職して２
年目になります。好きな野
菜はナス・ネギ。趣味は
映画とスポーツ観戦です。

南 支 店 か ら の お 知 ら せ

飛翔飛翔 −2024.10− −2024.10− 8



Agri Memo

アグリ
　　メモ
アグリ
　　メモ

令
和
６
年
産
麦
は
、
暖
冬
傾
向

で
あ
っ
た
た
め
、
徒
長
し
て
倒
伏

し
た
ほ
場
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

早
播
き
を
避
け
、
適
切
に
麦
踏

み
等
を
行
い
、
気
象
の
変
化
に
対

応
し
た
高
品
質
麦
の
生
産
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

作
土
深
15
㎝
以
上
と
し
、
根
域

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
土
塊
が
大

き
い
と
発
芽
不
良
が
増
加
す
る
た

め
、
砕
土
・
整
地
を
し
っ
か
り
行

い
ま
し
ょ
う
。

小
麦
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病
、
大
麦

斑
葉
病
等
の
防
除
の
た
め
必
ず
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

早
播
き
は
徒
長
や
凍
霜
害
を
助

長
す
る
た
め
、
適
期
に
播
種
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

○�

播
種
適
期
︙
11
月
中
～
下
旬

（
暖
冬
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は

下
旬
を
中
心
に
）

○�

播
種
量
︙
８
㎏
／
10
a（
播
種

が
遅
く
な
る
場
合
、
播
種
量
を

１
、２
割
増
や
す
。）

３
㎝
程
度
を
目
安
と
し
、
深
さ

を
確
認
し
な
が
ら
作
業
し
ま
し
ょ

麦の高品質栽培に向けて

う
。
浅
播
き
は
乾
燥
害
や
除
草
剤

の
薬
害
が
発
生
し
や
す
く
、
深
播

き
は
二
段
根
と
な
り
生
育
の
遅
れ

や
分
げ
つ
抑
制
に
つ
な
が
る
た
め

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

表
を
参
考
に
、地
力
・
品
種
毎
に

適
切
な
施
用
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

追
肥
適
期
は
茎
立
期
前
頃
（
３
月

上
旬
）で
す
。

麦
の
３
葉
期
頃
か
ら
茎
立
期
前

ま
で
に
３
～
４
回
行
い
ま
す
。
土

壌
凍
結
時
や
土
壌
水
分
の
多
い
場

合
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
徒
長
傾
向

の
場
合
は
茎
立
期
直
前
に
踏
む
と

効
果
的
で
す
。

近
年
、
雑
草
の
繁
茂
に
よ
り
収

穫
物
に
雑
草
種
子
の
混
入
や
、
収

穫
を
断
念
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

【
土
壌
処
理
剤
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
砕
土
・
整
地
を
し
っ
か
り
行
う
。

②�

播
種
前
に
雑
草
が
発
生
し
て
い
る

場
合
、
茎
葉
処
理
剤
で
枯
ら
す
。

③�

早
播
き
は
雑
草
の
発
生
を
助
長

す
る
た
め
避
け
る
。

④�

播
種
後
は
速
や
か
に
散
布
す
る
。

⑤�

倍
率
・
散
布
量
を
厳
守
し
、
土

が
乾
い
て
い
る
場
合
、
登
録
の

範
囲
内
で
希
釈
水
量
を
多
め
に

散
布
す
る
。

※�
イ
ネ
科
雑
草
等
が
多
発
し
た
ほ

場
は
、
播
種
作
業
を
一
番
最
後

に
行
い
、
登
録
の
あ
る
土
壌
処

理
剤
を
麦
３
葉
期
頃
に
も
う
一

度
散
布
す
る
。

【
茎
葉
処
理
剤
の
ポ
イ
ン
ト
】

①�

雑
草
の
発
生
状
況
を
確
認
し
、

適
期
に
散
布
す
る
。

②�

散
布
直
後
に
降
雨
が
予
想
さ
れ

る
場
合
は
使
用
を
避
け
る
。

【
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病
】

畑
麦
栽
培
で
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。
発
生
す
る
と
出
荷
が
出

来
な
く
な
る
た
め
、
種
子
消
毒
を

必
ず
実
施
し
、
防
除
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

【
赤
か
び
病
】

令
和
６
年
産
は
出
穂
期
以
降
の

降
雨
が
多
く
、
平
年
に
比
べ
発
生

が
増
加
し
ま
し
た
。
麦
種
毎
の
薬

剤
散
布
適
期
に
本
田
防
除
を
実
施

し
、
施
設
等
へ
の
混
入
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

①
小
麦　

開
花
期
～
開
花
盛
期

②
二
条
大
麦　

葯
殻
抽
出
始
期

③
六
条
大
麦　

穂
揃
期

※�

１
度
目
の
防
除
の
後
、
曇
雨
天

が
続
き
、
多
発
が
予
想
さ
れ
る

場
合
７
～
10
日
後
に
２
回
目
を

散
布
す
る
。

（
伊
勢
崎
地
区
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
）

写真1　雑草多発ほ場写真1　雑草多発ほ場

写真2　赤かび病写真2　赤かび病

一
、深
耕

五
、施
肥
量

六
、麦
踏
み

四
、播
種
深
度

二
、種
子
消
毒

三
、播
種
時
期・播
種
量

七
、雑
草
防
除

八
、病
害
対
策

麦種 品種 基肥 追肥

小麦

さとのそら ８ ２〜４

つるぴかり ６〜８ ２〜３

ゆめかおり ６〜７ ２〜４
六条
大麦 シュンライ ５〜７ ２〜３

二条
大麦 サチホゴールデン ５〜６ －

表　施肥量の目安(窒素成分:kg/10a)
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退 職 者
お世話になりました。 （９月30日付） 

▷�芝崎みゆき《南支店》　▷�須賀裕誉《なす・きゅうり選果場》　▷�木村凜香《あかぼり支店》

　事業の概要
項 目 金 額 前年対比

貯 金 高（実 残） 1,850億3,560万円 100％
貸付金高（実残） 515億4,622万円 100％
長期共済保有高 3,742億8,522万円 97％

購買品供給高 23億1,703万円 104％
販売品販売高 57億9,211万円 101％

項 目 員 数・金 額 前月対比

正 組 合 員 6,032人 ‐12人

准 組 合 員 13,719人 0人
総 組 合 員 19,751人 ‐12人

出 資 金 24億6,590万円 ‐501　  

【報告連絡事項】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

⃝令和６年度　仮決算棚卸について

⃝７月末組合員数及び出資金額一覧表について
⃝７月末金融事業部実績について
⃝共済推進実績について
⃝７月末営農販売事業部実績について
⃝７月末生活事業部実績について
⃝７月末資産運用事業部実績について

【その他報告連絡事項　19件】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

�※理事会の議事録は支店で閲覧できます。

　支店長にお問い合わせください。

令和６年８月末日現在

Vol.
43

今回は

百菜館

これからは旬の秋冬野菜がたくさん並びます。
ぜひ積極的に地元の農畜産物を
手に取ってください

９月下旬のお彼岸期間中には、切り花や
旬の果物、地元で採れたなすやきゅうり
などを多数取り揃え、たくさんのお客様
にご来店していただきました。

大勢のご来店
ありがとう
ございました！

国消国産
10月・11月は「国消国産重点月間」です。

お彼岸セール大盛況

今後も各種イベントに
参加し、百菜館のＰＲを
していきます！

11/23
（土・祝）

伊勢崎市農業まつり
に出店します！

ぜひ
お立ち寄り
ください！

インフォメーション

昨年の伊勢崎市農業まつり
の様子

万
円

８月31日、本店で理事会が開催され、
次の事項が協議されました。理事会

飛翔飛翔 −2024.10− −2024.10− 10



おいしく食べて美しく
Eat deliciously and be beautiful

栄養士●吉田理江

８月号クイズ当選者は次の方々です。
おめでとうございます。
［応募総数21通］（��）は町名、敬称略

本 間 の り 子（伊勢崎市波志江町）
倉 林 正 三 郎（伊勢崎市今泉町）
岡 田 　 友 幸（伊勢崎市田部井町）
小 林 　 育 枝（伊勢崎市境伊与久）
堀 内 フ ヂ 子（玉 村 町 後 箇）

ヨコのカギ タテのカギ

❶ 「鳥」より一画少ない鳥
❸ ――園に子どもを迎えに行った
❻お父さんそっくり !　まるで――ね
❽料理店のメニュー表をこう呼ぶことも
❿ 美空ひばりのヒット曲。「柔」と書き

ます
⓫ 患者を診ます
⓭頭にキュッと締めるもの
⓮ ジャガイモのことです
⓰――応報、身から出たさびだね
⓱ 漢字で書くと雲母。きららともいう

鉱物です

❶ 11月23日は勤労――の日。国民の
祝日です

❷灰皿にたまります
❸ 『――の精神』はモンテスキューの

著書です
❹ 広島県の紅葉の名所のひとつ。世界

遺産の神社があります
❺焼き鳥を食べると残るもの
❼金融――、―― 一髪
❾ そば屋や居酒屋の入口にかけられて

いることも
⓫ ギンナンがなる木
⓬ 「九里よりうまい十三里」と売りに

来るもの
⓭茶わんと反対の手で持ちます
⓮ ３の３――は９です
⓯クリの実を守るトゲトゲ

■クロスワードを解き、A〜Dの順に文字を並べてください。
■ ハガキに�①答え�②住所③氏名�④年齢�⑤職業�⑥電話番号�⑦本誌の感想や
イラストなどをご記入のうえ、〒372-0812�伊勢崎市連取町3096-1�
　ＪＡ佐波伊勢崎広報係宛にお送りください。
※�投稿・応募いただいた方の個人情報はプレゼントの発送、紙面での紹介に使用さ
せていただきますのでご了承ください。前記の目的以外には使用いたしません。

■�締め切りは11月７日（木）（当日消印有効）
　クイズ当選者には、抽選で５名の方に直売所利用券をプレゼント。

ご応募方法 当選者発表

秋になっても夏バテのような倦
けんたい

怠感、疲労感を覚える
ことはありませんか。もしかしたら、秋バテかもしれま
せん。

夏の暑さが和らぎ、秋の気配を感じ始める頃から倦怠
感、疲労感など、夏バテに似た症状が現れることがあり、
これを秋バテと呼びます。今回は秋バテ対策にお薦めの
栄養素などを二つご紹介します。  
■ アスパラギン酸

アスパラガス、もやしなどに含まれているアスパラギ
ン酸は、疲労物質の乳酸を分解し、新陳代謝を活発にす
る働きがあるため疲労回復効果が期待できます。また、
タンパク質の合成を促進し、疲労回復や体力アップに役
立つので秋バテ対策にお薦めです。もやしを電子レンジ
で加熱し、梅肉とあえるとさっぱりとおいしく食べられ
ます。
 ■ ビタミンC

野菜、果物に含まれているビタミンCには、生活習慣病

や老化と関係があり、疲労を引き起こす活性酸素を抑え
る働きがあります。体内で活性酸素が過剰に発生するこ
とで、細胞機能の低下や組織損傷が生じる結果、細胞本
来の機能を維持できなくなることで疲労が起こるのです。
ビタミンCは水溶性ビタミンのため、体内に蓄積されませ
ん。そのため、一度に過剰に取るのではなく、毎食、野
菜と果物を食べるなどして小まめに取ると良いでしょう。

ビタミンCは染み予防など美肌づくりに必要な栄養素で
す。食後に梨を食べると手軽に取れます。梨にはアスパ
ラギン酸も含まれているので秋バ
テ対策にお薦めです。

秋バテ対策には、食・生活習慣
を見直すことも大切です。朝食を
抜かず３食しっかり食べる、早寝
早起きするなど生活リズムも整え
ましょう。秋バテ対策をして、秋
を元気に過ごしたいですね。

クロスワード

■８月号の答え

□□□□□ツ キ ア カ

食べ物で秋バテ対策

リ
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たくさんのご応募ありがとうございました
来年の夏もひまわりフェスタを開催予定なので、その際は広報誌やインスタグラムでお知らせします。

こだわりポイント
みんなの気持ちを明るくする、太陽のようなひま
わりたちを切り取りました。一本一本咲き誇った
ひまわりたちが伊勢崎の美味しい野菜づくりに
つながると知り、この風景に農家さんたちの力強
さと温かさを感じた、そんなひとときでした。

咲き誇れ伊勢崎ひまわり組とＪＡ佐波伊勢崎の
インスタグラムとのコラボ企画で、イベント会場
およびスタンプラリー会場のひまわり畑を撮影
した写真を募集しました。受賞者にはイベント会
場のひまわり畑で育てた秋冬野菜詰め合わせを
プレゼントします。

  《伊勢崎ひまわり組フォトコンテスト2024とは？》

７月15日（月・祝）に行われたイベント 「さかいひまわりフェスタ in 伊与久」 の企画のひとつである
「伊勢崎ひまわり組フォトコンテスト2024」 の受賞作品が決定しました。

フォトコンテスト
2024

受賞作品発表

グランプリ

投稿者：@ntm316s さん

夏の思い出に、ありがとうを込めて

投稿者：@hakka_32_hakka さん

フ レ ア

特別賞

投稿者：@ryo_granny_daydream さん

夢見るひまわり畑

ひまわり賞

こだわりポイント
伊勢崎の太陽を全身で受けて育ったひまわりを見た
時の感動をお伝えできたら良いなと思って撮影しま
した。太陽フレアのようなひまわりの輝き、感じてい
ただけたらうれしいです。

こだわりポイント
ひまわりのお顔が全部こ
ちらを向いていることを
意識しました。
7月17日放送の“ほっとぐ
んま630”で紹介していた
「シオヤのハタケ」に行っ
たのですが、時期的にひま
わりが全部倒れていて…。
このままでは帰れない！
と思って周辺を探した所、
こちらのひまわり畑に出
会いました。帰りのバスの
時間が迫っているので撮
影時間は10分! 急いで（で
も夢中で）撮影しました。

伊勢崎ひまわり組

12飛翔飛翔 −2024.10− −2024.10−



インフォメーションINFORMATION

万
円税務無料相談  《開催場所：JAラ♡ラ♡タウン》

税理士法人いずみ 11月 8日㈮ 12月 5日㈭ 午後2時〜

干川会計事務所 11月20日㈬ 12月18日㈬ 午後2時〜

法律無料相談  《開催場所：本店》

田中・二階堂法律事務所 11月13日㈬ 12月11日㈬ 午後1時〜

各支店窓口へお気軽にご相談ください。
（※当日３日前までにお申込みください。）

年金無料相談

JAラ♡ラ♡タウン 11月10日㈰ 午前9時〜午前11時まで

お気軽にご相談ください。ご予約は�☎0270-20-1234まで
（※当日3日前までにお申込みください。）

予約制 予約制

予約制

JAは伊勢崎市農業まつりを主催するほか、各地区産業祭で直売所の出店や共進会を
行っています！そのほか、さまざまなブース・イベントが盛りだくさん！

※内容は変更になる場合がございますので、ご了承ください。

ぜひご来場ください！

3
日・祝

11
10:00 ～14:00

会場

時間

あずま総合運動公園
4
月・祝

11
10:00 ～14:00

会場

時間

赤堀コミュニティひろば

日

11
10:00 ～14:00

会場

時間
境ふれあいパーク および
人材派遣ワイズコーポレーション
境総合文化センター (伊勢崎市境総合文化センター)

23
土・祝

11
9:00 ～15:00

会場

時間
伊勢崎市第二市民体育館 ＆
華蔵寺公園運動施設周辺

17
日

11
10:00 ～15:00

会場

時間
玉村町役場 および 
JAたまむら支店

あずま産業祭

さかい産業祭

欅祭あかぼり

玉村町産業祭

伊勢崎市農業まつり

10
伊勢崎商工会青年

部が主催する

「WORKWORK☆
フェス」と

共同開催！

11/22・23

不正軽油の情報をお寄せください。

不 正 軽 油 通 報
フォームからも
受付けています!

不正
軽油

不正軽油110番　☎ 027-231-2801
（前橋行政県税事務所 県税課 軽油広域調査係）

　群馬県では不正軽油の情報窓口として「不正軽油１１０番」を設けています。
　軽油に灯油や重油を混ぜたり、灯油や重油をそのまま自動車の燃料として
使用すると地方税法違反となります。
　このような、不正軽油を製造・販売・使用していると思われる情報があり
ましたらお知らせください。

■お問い合わせ・連絡先

※詳しくは、お近くの農業委員会、またはJAへ

◆支払った保険料は全額社会保険料控除の対象！
◆�運用益は非課税！◆農業経営の状況に応じて
　保険料を増額し節税額をアップ！

老後の備えは  国民年金 ＋ 農業者年金！
 農業者年金 老後生活への備えは十分ですか？

13 −−2024.2024.10−10− 飛翔 飛翔



米不足を背景に考える
国消国産の重要性

　　７～８月にかけて起こった全国的な「米不足」。
　　なぜ、このようなことが起こったのでしょうか？

❶昨年の猛暑の影響
記録的な猛暑は稲の生育に大きな打撃をもたらし、小粒で割れやすい・でんぷんが十分に蓄え

られず粒が白く濁る（白未熟粒）などの品質低下が各地で確認されました。それに伴い、主産地で
2023年産の収穫量が減少しました。

❷コロナ禍からの回復
コロナ禍で外食需要が落ち込んでいましたが、新型コロナウイルスが５類に移行したことで外

食需要が急回復。また、外国人観光客が急速に増えたことも拍車をかけ、米の需要が大きく伸び
ました。

❸在庫が少ない時期に買いだめ行動
例年８月は、新米の本格的な出荷シーズンを前に、1年の中では米の在庫が最も少なくなる時期

です。また、南海トラフ巨大地震の臨時情報や台風などで、備蓄のために買いだめする人も多く
見られました。メディアによる報道で不安を煽られたことも原因のひとつと考えられます。

❹パンや麺類の値上がり
円安などで小麦の輸入価格が上がったことで、パンや麺類が値上がりしました。主食の中でも

米の供給は安定していて、価格も相対的に安くなったことで消費が増えたと考えられます。

国産農畜産物の安定供給のために
SNSには『大手商社が買い占めて横流ししている』『農協が値段を釣り上げるために米を売り惜

しみしている』といったデマが拡散されています。ＪＡは安全・安心な国産農畜産物を安定的に供
給するため、そして食と農を未来へつなぐために活動しています。

燃料や肥料などの生産資材が高騰する一方で、販売価格は上がらないため、農家の経営はどんど
ん厳しくなっています。「最近野菜や米が高くなった」と感じる方もいるでしょう。物流コストや
農家の負担を考えると、今までの価格が安すぎたのです。今後も農業を続けていくためには、コス
トを反映した適正な価格形成が必要です。ＪＡでは、安定した価格での契約販売や消費宣伝活動な
どを積極的に行い、農業者の所得増大に向けた販売対策に取り組みます。

10月・11月は国消国産重点月間、10月16日は国消国産の日です。
全ての食料を国内で生産することは現実的ではありませんが、国民が必要とし消費する食料は、

できるだけその国で生産する「国消国産」という考え方は、みなさんにも知っていただきたい大切
なテーマです。農業が厳しい現状にあるなか、私たちにできることは「国産」を食べて応援するこ
とではないでしょうか。一人ひとりの行動が日本の農業を守り、私たちの食の安定につながります。

×
米不足

×主 な 理 由
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インフォメーションINFORMATION

●キーワード検索
　有料会員向け記事を過去 30日分検索できます。
●クリップ機能
　気になった記事を最大 200件まで保存できます。
●いつでも、どこでも、どの端末でも
　１つの IDでパソコンやタブレット、スマートフォンからも
　ご覧になれます。
●「net アグリ市況」で最新の値動きがわかる
　青果（野菜・果実）、花、畜産などの全国主要市場での取引
　結果を即日公開します。
　※電子版ならパスワード入力不要で利用できます。
●電子版独自のコンテンツも充実
　紙面だけでは伝えきれない情報を動画で伝えていきます。

電子版の機能

購読申込方法

ご不明な点がございましたら、総務部企画課（TEL：0270-27-3033）までご連絡ください。

以下の内容でメールを送付

Emailのアドレスをクリックしメール画面を開く❸

購読したい端末（スマートフォン・
パソコンなど）からJA佐波伊勢崎
のHPへアクセスし、お問い合わせ
をクリック

❶

❹

登録が完了すると「電子版購読開始のご案内」が届き、記載されたメール
アドレスとパスワードでログインできます。

※初めて電子版を購読する方は、登録完了後からすぐに電子版をご利用いただ
　けます。登録した当月末までは購読サービス期間となり、翌月分からの請求
　となります。
※ＪA口座振替でのお支払いとなります（振替に必要な書類等を書いていただ
　く場合がございます）。
※月単位の購読となりますので、購読申込・解約のご連絡は 20日（中旬）まで
　にお願いいたします。

ここを
クリック

日本農業新聞 電子版の魅力農業の情報源を
デジタル化！

　現在紙版をご購読いただいている方、今は農業新聞を
購読していない方にも、さらに便利で充実した情報収集
の手段として、日本農業新聞の電子版をご紹介します。

紙版の農業新聞は８月から月々 3,100 円に値上がりしましたが、電子版は月々2,403円とお得！

件名：電子版購読希望
本文：名前／郵便番号／住所／連絡先（電話番号）
（紙版を購読している場合は、紙版からの切り替え or 追加で電子版を購読するかを記入）

日本農業新聞に関する
お問い合わせをクリック

❷

ここを
クリック

ここを
クリック
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【写真・文寄稿】��伊勢崎市連取町��故�大竹 光司さん

　
の
10
花
月

▲収穫をする齋藤さん▲収穫をする齋藤さん

ノキシノブ（軒忍）

表紙
紹介

表紙の写真は、赤堀地区で露地なす・ブロッ
コリーを栽培する齋藤衛さんと千恵美さんご
夫婦です。

祖父の代から続いた農業を受け継ぎ、就農
して今年で３年目。昔から農業を手伝ってい
ましたが、父の良一さんが腰を悪くしたこと
が就農するきっかけだったと言います。休暇
は夫婦で温泉旅行へ行くそうで、取材中も夫
婦の時間を大切にしている様子が伝わりまし
た。千恵美さんは「仕事に真面目で、料理な
ど家事もしてくれるので頼もしい存在」と話
してくれました。

今年から認定農業者になり、2025年の補助
事業を活用してパイプハウスを作る予定で、
ハウスなすを始めたいと意気込みを語ります。

古名をシダクサという。ウラボシ科のシダ
植物。根茎が強く横臥し、樹皮・岩面・軒
端などに生える。
葉は革質で細長く、葉面に胞子の黒点が並
んでつくので、ヤツメランの別名がある。

（ヤツメとはヤツメウナギの鰓
えらあな

孔のこと）
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巡
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巡
り
、
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
る
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

の
を
食
べ
る
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

「
好
き
だ
か
ら
い
ろ
い
ろ
乗
っ
て
み
た
い
と

「
好
き
だ
か
ら
い
ろ
い
ろ
乗
っ
て
み
た
い
と

い
う
想
い
が
あ
る
。
周
り
と
は
違
っ
た
も
の

い
う
想
い
が
あ
る
。
周
り
と
は
違
っ
た
も
の

に
乗
り
た
い
」
と
話
し
、
愛
車
の
魅
力
を
熱

に
乗
り
た
い
」
と
話
し
、
愛
車
の
魅
力
を
熱

く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
安
全
運
転
を
心
が
け
、今
あ
る
愛
車
を
大

「
安
全
運
転
を
心
が
け
、今
あ
る
愛
車
を
大

事
に
乗
っ
て
い
き
た
い
」と
話
す
松
本
さ
ん
。

事
に
乗
っ
て
い
き
た
い
」と
話
す
松
本
さ
ん
。

最
近
は
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る

最
近
は
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る

国
内
国
内
BB
級
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
た
の
で
、

級
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
た
の
で
、

ポ
ル
シ
ェ
で
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
体
験
が
で
き
る

ポ
ル
シ
ェ
で
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
体
験
が
で
き
る

施
設
に
行
っ
て
み
た
い
そ
う
で
す
。
今
後
も

施
設
に
行
っ
て
み
た
い
そ
う
で
す
。
今
後
も

愛
車
と
の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。

愛
車
と
の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
自
動
車
に
憧
れ
が
あ
っ

子
ど
も
の
頃
か
ら
自
動
車
に
憧
れ
が
あ
っ

た
と
い
う
松
本
雅
直
さ
ん
（

た
と
い
う
松
本
雅
直
さ
ん
（
7676
歳
）。
こ
れ

歳
）。
こ
れ

ま
で
に

ま
で
に
1616
台
の
自
動
車
を
愛
用
し
て
お
り
、

台
の
自
動
車
を
愛
用
し
て
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
が
多
い
と
い
い
ま
す
。
特

ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
が
多
い
と
い
い
ま
す
。
特

に
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ス
カ
イ
ラ

に
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
２
０
０
０
Ｇ
Ｔ
と
ジ
ー
プ
。
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
２
０
０
０
Ｇ
Ｔ
と
ジ
ー
プ
。
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
に
乗
っ
て
よ
く
旅
行
に
行
っ
て
い
た
そ

イ
ン
に
乗
っ
て
よ
く
旅
行
に
行
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
ま
た
、
狩
猟
が
趣
味
だ
っ
た
頃
に

う
で
す
。
ま
た
、
狩
猟
が
趣
味
だ
っ
た
頃
に

乗
っ
て
い
た
ジ
ー
プ
は
、
防
衛
庁
仕
様
に
カ

乗
っ
て
い
た
ジ
ー
プ
は
、
防
衛
庁
仕
様
に
カ

ス
タ
ム
し
た
こ
だ
わ
り
の
一
台
で
す
。

ス
タ
ム
し
た
こ
だ
わ
り
の
一
台
で
す
。

今
は
ポ
ル
シ
ェ
９
１
１
Ｇ
Ｔ
３
が
お
気
に

今
は
ポ
ル
シ
ェ
９
１
１
Ｇ
Ｔ
３
が
お
気
に

入
り
。
セ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
イ
ー
ル
で
サ
ー

入
り
。
セ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
イ
ー
ル
で
サ
ー

キ
ッ
ト
用
の
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
て
い
る
の
も

キ
ッ
ト
用
の
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
て
い
る
の
も

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
感
が
気
持
ち
よ

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
感
が
気
持
ち
よ

く
、
走
っ
て
い
て
お
も
し
ろ
い
と
い
い
ま
す
。

く
、
走
っ
て
い
て
お
も
し
ろ
い
と
い
い
ま
す
。

伊
勢
崎
市
馬
見
塚
町

松ま
つ
も
と本 

雅ま
さ
な
お直

さ
ん

◀
お
気
に
入
り
の
ポ
ル
シ
ェ
９
１
１
Ｇ
Ｔ
３
と

◀
お
気
に
入
り
の
ポ
ル
シ
ェ
９
１
１
Ｇ
Ｔ
３
と

◀
カ
ス
タ
ム
し
た
ジ
ー
プ

◀
カ
ス
タ
ム
し
た
ジ
ー
プ


